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To Our Shareholders株主の皆様へ

　平素は当社の事業経営に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　当上半期の世界経済は、中国をはじめとする新興国経済の減速懸念が

見られたものの、北米は雇用の増加や個人消費を中心に底堅く推移、欧州

経済も循環的回復基調にあり、全体としては緩やかな成長が続きました。

また、わが国経済は、個人消費や輸出の減少により、回復の足取りが重い

展開となりました。

　当社グループの主力事業分野であります自動車業界におきましては、北米                                                                                                                                                

は堅調に推移したものの、中国経済の減速、日本においては軽自動車税の

増税影響等もあり、厳しい状況となりました。

　このような状況下、当社グループでは積極的な事業展開により業績の拡

大に取り組んでまいりました結果、為替の円安効果もあり、売上高は前年同

期比ほぼ横ばい、営業利益・経常利益・当期純利益の各利益は前年同期

比増益となりました。

　当社グループは、引き続きグローバルサプライヤーとして、「ファブレス＆ファ

クトリー」機能を最大限に活用し、業績の拡大と経営基盤の強化に取り組ん

でまいります。

　株主の皆様におかれましては、今後ともより一層のご指導とご鞭撻を賜り

ますよう、お願い申し上げます。

2015年12月

代表取締役社長

柴崎　衛
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Consolidated Financial Highlight連結財務ハイライト

単位：百万円
通期

14年3月期
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15年3月期
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39,849

16年3月期 14年3月期 15年3月期 16年3月期
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41,000（予）
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3,625
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3,993
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単位：百万円
通期
中間

単位：百万円
通期

2,105

4,176

1,739

3,746
4,300（予）

中間

単位：円
期末
中間

単位：百万円
通期

1,408

2,710
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2,291

2,800（予）

中間

0.3% 6.0%
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20,117
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単位：円
期末
中間

増 増

増

増
（前年同期比）
5円 増

増

2,194

1,4782,241

4,200（予）

連結売上高

連結経常利益

1株当り当期純利益

連結営業利益

連結親会社株主に帰属する当期純利益※

1株当り配当金

※「企業結合に関する会計基準」等を適用し、当期より「当期純利益」は「親会社株主に帰属する当期純利益」としております。
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Sales by Geographical Segment地域別売上高

単位：百万円
通期

11,044

21,750

4,675

9,509中間

単位：百万円
通期
中間

単位：百万円
通期

1,375

2,881

1,813

3,519 中間

単位：百万円
通期
中間

単位：百万円
通期

1,145

2,190

10,544

21,537

4,725

9,139

1,973

3,564

1,434

3,320

766
1,600

中間

21,150（予） 10,700（予）

1,574

3,100（予）

1,805

3,800（予）

1,233

2,250（予）

10,080 5,423

（前年同期比） （前年同期比）

（前年同期比）
14.5%増

（前年同期比）
7.7%増

（前年同期比）
0.5%減

14年3月期 15年3月期 16年3月期 14年3月期 15年3月期 16年3月期

14年3月期 15年3月期 16年3月期

14年3月期 15年3月期 16年3月期

14年3月期 15年3月期 16年3月期

8.7%減 16.0%増

日本の売上高

アセアンの売上高

欧州の売上高

米州の売上高

中国の売上高

地域別売上高構成比

日系自動車メーカーの生産は前年並みの推移となりましたが、折り畳み
式携帯電話機市場の縮小の影響を受け、売上高は18億5百万円となりま
した。

自動車メーカーの生産減少の影響を受け、売上高は100億8千万円とな
りました。

日系自動車メーカーの生産減少の影響を受けましたが、新規受注の増加や
円安効果もあり、売上高は15億7千4百万円となりました。

日系自動車メーカーの生産減少の影響を受けましたが、新規受注の増加
により、売上高は12億3千3百万円となりました。

日系自動車メーカーの生産は前年並みの推移となりましたが、新規受注
の増加や円安効果もあり、売上高は54億2千3百万円となりました。

15年3月期通期 16年3月期中間

54.6%
23.9% 27.0%

8.8%
7.2%

5.5%

50.1%
9.0%
7.8%
6.1%

日本 米州 中国 アセアン 欧州
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Consolidated Financial Statements連結財務諸表の要旨

中間配当金について

1.中間配当金
2.支払い開始日

１株につき18円
2015年12月4日（金）

2015年9月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主
の皆様に対し次のとおり中間配当金をお支払いします。

連結貸借対照表　　　　　　　　　　　　   （単位：百万円）

当第２四半期末
2015年9月30日

前期末
2015年3月31日

資産の部

流動資産 28,012 26,785

固定資産 7,288 8,105

資産合計 35,300 34,891

負債の部

流動負債 9,454 10,245

固定負債 847 900

負債合計 10,302 11,145

純資産の部

株主資本 21,654 20,410

その他の包括利益累計額 3,000 2,921

新株予約権 — 13

非支配株主持分※ 343 399

純資産合計 24,998 23,745

負債純資産合計 35,300 34,891

連結損益計算書　　　　　　　                  （単位：百万円）

当第２四半期累計期間
自 2015年4月 1 日
至 2015年9月30日

前第２四半期累計期間
自 2014年4月 1 日
至 2014年9月30日

売上高 20,117 20,055

売上原価 15,079 15,254

売上総利益 5,037 4,800

販売費及び一般管理費 2,842 2,730

営業利益 2,194 2,069

営業外収益 78 62

営業外費用 31 27

経常利益 2,241 2,105

特別利益 2 4

特別損失 31 0

税金等調整前四半期純利益 2,212 2,109

法人税等 729 695

非支配株主に帰属する
四半期純利益※ 4 5

親会社株主に帰属する
四半期純利益※ 1,478 1,408

※「企業結合に関する会計基準」等を適用し、当期より「少数株主持分」は「非支配株主持分」、「少数株主利益」は「非支配株主に帰属する四半期純利益」、「四半期純利益」は「親会社株主に
帰属する四半期純利益」としております。
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Top Interview

トップインタビュー

　国内では完成車メーカーの減産影響もあり想定していた以
上に厳しい状況が続いておりますが、海外では新規拠点によ
る業績の寄与や、更に為替の円安効果などもあり、グループ
全体の上半期の業績は、ほぼ計画通りとなりました。
　下半期は、中国の景気の鈍化など幾つかの懸念材料もあ
りますが、当初、公表させていただきました業績の達成に向け
て、グループを挙げて取り組んでまいります。

　国内自動車市場においては、市場縮小の動きは確実に進
んではいるものの、当社が創業以来、培ってきた部品サプライ
ヤーとしての総合的機能と独自の部品加工技術をベースとし
た製造機能を一層強化してまいります。
　更に、その国内での実績をベースに、今後も拡大が期待さ
れるグローバル市場において、新たな事業拠点の展開と製造
機能の強化を実行していくことで業績の拡大を目指してまいり
ます。

　現在、自動車業界を取り巻く環境は、かつて経験したことの
ないスピードで変化しています。
　その中において、前社長より引き継いだ企業理念を更に追
求することで、お取引先様、株主様、社員等、当社を支えて
いただいている皆様が求めているものを実現することが私の
使命であります。
　こうした市場の変化を、更なるお客様への貢献のチャンス
と捉え、新たな価値の創造とグローバルな対応力の強化に
引き続き取り組んでいくことが大切であると考えております。
　常に進化を追い求め、オーハシグループが全てのステーク
ホルダーの皆様にとって、なくてはならないパートナーとなるよ
う目指してまいります。

Q1 社長に就任されて最初の
中間決算となりますが

Q3 新社長としての抱負を
お聞かせください

Q2 経営戦略について

Top Interview
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執行役員

社 名

本 社

設 立
資 本 金
従 業 員 数
連 結 子 会 社
持分法適用関連会社
主 な 事 業 内 容

株式会社オーハシテクニカ
OHASHI TECHNICA, INC.
〒105-0001　
東京都港区虎ノ門三丁目7番2号
1953年（昭和28年）３月12日
18億2,567万円
グループ合計 801名
国内２社、海外11社
国内１社
①自動車関連部品等の設計開発・
　製造・販売
②物流業務並びに輸出入業務

株式数及び株主数
発行可能株式総数    64,000,000株
発行済株式総数 16,240,040株
株 主 数 6,354名

個人
42.98%

（6,981,371株）

金融機関
25.49%

（4,140,000株）

その他の国内法人
14.58%

（2,368,306株）

外国人
10.01%

（1,626,601株）

自己名義
5.91%

（960,749株）

証券会社
1.00%

（163,013株）

所有者別
株式分布状況

大 株 主
株主名 持株数（株） 持株比率（％）

オーハシテクニカ取引先持株会 1,292,600 7.95
株式会社みずほ銀行 751,400 4.62
日本生命保険相互会社 660,000 4.06
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 576,600 3.55
阿部  泰三 486,600 2.99
久保  好江 472,680 2.91
久保  雅嗣 472,680 2.91
日野自動車株式会社 400,000 2.46
大橋  玲子 353,700 2.17
明治安田生命保険相互会社 340,000 2.09代 表 取 締 役 会 長 　前　川　　富　義

代 表 取 締 役 社 長 　柴　崎　　　　衛
取 締 役 　小　林　　正一郎
取 締 役 　豊　田　　孝　二
取 締 役 　廣　瀬　　正　也
取 締 役 　中　村　　佳　二
社 外 取 締 役 　田　口　　武　尚
常 勤 監 査 役 　瀬　口　　悦　雄
社 外 監 査 役 　三　好　　　　徹
社 外 監 査 役 　新　妻　　幹　夫

執 行 役 員 　古　性　　雅　人
執 行 役 員 　堀　　　　正　人

（注）当社は自己株式960,749株を保有しております。

所有者別株式分布状況

Corporate Data企業情報（2015年9月30日現在）

会社概要

役員（取締役及び監査役）

株式情報
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〒105-0001　東京都港区虎ノ門三丁目7番2号
TEL．03-5404-4411（代）
IRに関してのお問い合わせ：ir@ohashi.co.jp

http://www.ohashi.co.jp

株主優待のご案内 〜株主優待の内容〜
おこめ券を進呈

100株以上 1枚（1kg）

1,000株以上 3枚（3kg）

10,000株以上 5枚（5kg）

割当基準日 3月末日・9月末日

優待回数 年2回

※3年以上継続保有の株主様に対しては、更に1枚を
追加進呈いたしております。

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 毎年6月中

基準日
　定時株主総会・期末配当
　中間配当

毎年3月31日
毎年9月30日

株主名簿管理人
 （特別口座管理機関）

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先

 （電話照会先）

〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

電話 0120-782-031（フリーダイヤル）

公告方法 下記ホームページに掲載いたします。
http://www.ohashi.co.jp

住所変更、単元未満株式の
買取のお申出先について

株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開
設されました株主様は、特別口座の口座管理機
関である三井住友信託銀行株式会社にお申出く
ださい。

未払配当金の支払いについて 株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会
社にお申出ください。

配当金計算書について 配当金お支払いの際にご送付しております「配
当金計算書」は、租税特別措置法の規定に基づく

「支払通知書」を兼ねております。確定申告を行
う際は、その添付資料としてご使用いただくこ
とができます。確定申告をなされる株主様は大
切に保管ください。
ただし、株式数比例配分方式をご選択いただい
ている株主様につきましては、源泉徴収税額の
計算は証券会社等にて行われます。確定申告を
行う際の添付資料につきましては、お取引の証
券会社にご確認をお願いします。

株主メモ

　当社では、株主の皆様に感謝の意を示すとともに、長期的なご支援をいただけ
るよう、株主優待を実施しています。
　100株以上保有の全株主様に、保有数に応じた枚数のおこ
め券を年に2回お届けしています。
　また、2008年からは長期保有優遇制度も導入い
たしており、3年以上継続保有の株主様に対して
は、更におこめ券を1枚（1kg）追加進呈いたしてお
ります。


